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た
な
い
」
窓
口
改
革
を
実
現
す

る
た
め
、
窓
口
レ
イ
ア
ウ
ト
を

変
更
し
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
専
門

職
員
を
配
置
す
る
た
め
に
必
要

な
予
算
で
す
。

具
体
的
な
事
業
内
容
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

窓
口
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
よ
り
、｢

書
か

な
い｣

窓
口
で
は
、
職
員
が
必

要
な
情
報
を
聞
き
取
る
こ
と
で

申
請
書
を
作
成
し
、
来
庁
者
は

内
容
を
確
認
し
自
署
す
る
だ
け

で
手
続
き
が
完
了
す
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
待
た

な
い
」
窓
口
で
は
、
申
請
書
記

入
の
省
略
と
従
来
の
事
務
処
理

の
見
直
し
に
よ
り
、
待
ち
時
間

の
短
縮
を
図
っ
て
い
く
。

議案第 1･2･17･28 号　 長門市一般会計補正予算（第 7 ～ 10 号）

総額 10 億 1,926 万円
増額補正を可決

　

12
月
定
例
会
を
11
月
29
日
（
金
）
か
ら
12
月
19
日
（
木
）
ま
で

の
21
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
７

号
～
第
10
号)

を
含
め
た
28
議
案
、
決
議
案
２
件
、
意
見
書
案
１

件
の
審
査
を
行
い
、
す
べ
て
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。
ま
た
、
請
願
１
件
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
慎
重
に
審
査
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

災害復旧・定住促進・部活動地域移行・人件費など

　

山
口
県
と
協
働
で
実
施
す
る

移
住
支
援
金
に
つ
い
て
、
単
独

県
費
補
助
分
の
対
象
地
域
が
拡

大
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
市
の

移
住
支
援
金
も
拡
充
し
て
対
応

す
る
た
め
の
予
算
で
す
。

制
度
の
拡
充
と
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

山
口
県
が
10
月
に
要
綱
を

改
正
し
、
移
住
元
の
対
象

地
域
を
東
京
圏
、
中
京
圏
、
関

西
圏
に
加
え
、
新
た
に
広
島
県

と
福
岡
県
に
拡
大
し
た
こ
と
か

ら
、
対
象
要
件
を
同
様
に
拡
大

し
た
。

その他の補正
●市民活動推進課執務室改修工事　　328 万円

●油谷地区小さな拠点づくり推進事業 4,114 万円

●三隅地区工場用地整備事業　　　　793 万円

●消防団運営事業　　　　　　　　　301 万円
▲質の高い窓口サービスの実現を

長門市議会だより　2025.2.1 ２

　

住
民
の
視
点
に
立
っ
た
質
の

高
い
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

目
的
と
し
て
、「
書
か
な
い
・
待

問答

12 月
定例会

問答
　

令
和
７
年
４
月
か
ら
の
３
年

間
、
仙
崎
交
流
プ
ラ
ザ
の
指
定

管
理
を
す
る
団
体
に
対
し
て
、

限
度
額
を
定
め
る
も
の
で
す
。

仙
崎
公
民
館
の
指
定
管
理

料
限
度
額
よ
り
大
幅
な
増

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理

由
を
尋
ね
る
。

指
定
管
理
料
に
つ
い
て

は
、
申
請
書
を
精
査
し
た

結
果
、
指
定
管
理
者
選
定
委
員

問答 仙
崎
交
流
プ
ラ
ザ
指
定
管
理
料

　

５
４
５
３
万
円

　

令
和
６
年
度
長
門
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
は
、

秋
雨
前
線
に
よ
る
豪
雨
で
被
災

し
た
久
富
大
橋
に
つ
い
て
、
災

害
査
定
に
向
け
た
測
量
・
設
計

に
か
か
る
経
費
等
に
対
し
、
補

正
総
額
１
８
１
５
万
円
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。
補
正
予
算
（
第

８
号
）
は
、
定
住
促
進
対
策
事

業
費
等
に
対
し
、
補
正
総
額

７
億
６
８
７
９
万
８
０
０
０
円

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
補
正
予

算
（
第
９
号
）
は
、
今
年
度
の
人

事
院
勧
告
に
基
づ
く
市
職
員
の
給

与
改
定
及
び
人
事
異
動
に
か
か

る
人
件
費
等
に
対
し
、
補
正
総

額
２
億
３
２
３
２
万
１
０
０
０

円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
補
正

予
算
（
第
10
号
）
は
、
仙
崎
公

民
館
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
既

存
施
設
の
解
体
撤
去
工
事
の
発

注
に
向
け
、
翌
年
度
に
繰
り
越

す
た
め
の
措
置
が
示
さ
れ
、
す

べ
て
の
補
正
後
の
予
算
規
模
は
、

２
３
７
億
６
６
２
０
万
６
０
０
０

円
と
な
り
ま
す
。

定
住
促
進
対
策
事
業

１
０
２
０
万
円

窓
口
業
務
改
革
推
進
事
業

　

４
７
７
万
円

会
で
妥
当
と
認
め
ら
れ
た
も
の

は
、
債
務
負
担
行
為
に
限
度
額

を
計
上
し
て
い
る
。
差
額
の
内

訳
と
し
て
、
人
件
費
は
最
低
賃

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）



す
る
た
め
、
各
中
学
校
か
ら
バ
ス

で
移
動
す
る
計
画
と
し
て
い
る
が
、

現
在
、
バ
ス
及
び
指
導
者
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
が
不
足
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
深
川
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
一
部
を
駐
車
場
と
し
て
整
備

す
る
予
算
で
す
。

工
事
期
間
中
の
学
校
生
活
へ

の
影
響
に
つ
い
て
問
う
。

生
徒
の
安
全
確
保
を
最
重
要

視
し
て
施
工
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
特
に
、
現

場
入
口
と
な
る
正
門
横
に
は
警
備

員
を
配
置
し
、
車
両
の
徐
行
を
促

す
対
策
を
講
じ
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
施
工
現
場
と
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
管
理
を
適
切
に
行
い
、
仮

囲
い
を
行
い
安
易
に
進
入
で
き
な

い
よ
う
施
工
業
者
に
指
示
す
る
考

え
で
あ
る
。

寄
託
を
受
け
る
際
、
所
有
者
か

ら
多
く
の
方
に
見
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
要
望
が
あ
る
た
め
、
常
設

展
示
を
含
め
て
、
全
国
の
方
に
見
て

も
ら
え
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

畜
産
振
興
計
画
に
基
づ
く
、
畜
産

に
お
け
る
総
合
的
な
産
業
団
地
の
整

備
に
向
け
て
、
第
１
工
区
（
肉
用
鶏

舎
予
定
地
）
の
造
成
に
伴
う
許
認
可

申
請
や
早
期
に
着
工
す
る
た
め
に
必

要
な
予
算
で
す
。

整
備
事
業
の
見
通
し
に
つ
い
て

見
解
を
問
う
。

第
１
工
区
は
、
予
定
ど
お
り
進

行
す
る
見
込
み
で
あ
る
が
、
肥

育
及
び
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

大
変
厳
し
い
環
境
が
続
い
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
と
も
協
議
を
重
ね
て
い
る
が
、

第
２
工
区
、
第
３
工
区
の
進
行
は
遅

れ
る
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問答

2023.11.1　長門市議会だより３

　

所
有
者
か
ら
寄
託
を
受
け
た
重
要

文
化
財
（
有
柄
細
形
銅
剣
は
明
治
34

年
に
油
谷
向
津
具
下
で
出
土
し
た
弥

生
時
代
の
銅
剣
）
に
つ
い
て
、
後
世

に
引
き
継
ぐ
た
め
必
要
不
可
欠
な
防

錆
や
強
化
な
ど
、
適
切
な
保
存
処
理

を
行
う
予
算
で
す
。

銅
剣
の
今
後
の
活
用
方
法
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

答

答

■ 12 月定例会議決結果
議案番号 件　　　　名 結果

1 令和 6 年度長門市一般会計補正予算（第 7 号） 原案可決
2 令和 6 年度長門市一般会計補正予算（第 8 号） 原案可決
3 令和６年度長門市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決
4 長門市ＹＹふれあいセンター条例 原案可決
5 長門市役所支所及び出張所設置条例の一部を改正する条例 原案可決
6 長門市印鑑条例の一部を改正する条例 原案可決
7 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 原案可決
8 長門市営住宅条例の一部を改正する条例 原案可決

9 長門市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する
条例の一部を改正する条例 原案可決

10 長門市仙崎交流プラザの指定管理者の指定について 原案可決
11 長門市俵山交流プラザの指定管理者の指定について 原案可決
12 長門市文化会館「ラポールゆや」の指定管理者の指定について 原案可決
13 金子みすゞ記念館の指定管理者の指定について 原案可決
14 香月泰男美術館の指定管理者の指定について 原案可決
15 長門湯本温泉駐車場の指定管理者の指定について 原案可決
16 長門市俵山公民館の指定管理者の指定期間の変更について 原案可決

議案番号 件　　　　名 結果
17 令和６年度長門市一般会計補正予算（第９号） 原案可決
18 令和６年度長門市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決
19 令和６年度長門市湯本温泉事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決
20 令和６年度長門市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決
21 令和６年度長門市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決
22 令和６年度長門市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決
23 令和６年度長門市下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決
24 長門市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
25 長門市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
26 長門市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
27 長門市会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
28 令和６年度長門市一般会計補正予算（第 10 号） 原案可決

決議案
第 1 号 議員への卑劣な脅迫行為を糾弾する決議 原案可決
決議案
第 2 号 松岡秀樹議員に対する議員辞職勧告決議 原案可決

意見書案
第 1 号

ゲノム編集技術など遺伝子操作技術を応用した食品
情報の取扱いに関する意見書 原案可決

問

問

３ 2025.2.1　長門市議会だより

畜
産
団
地
整
備
事
業

　

６
０
８
６
万
円

重
要
文
化
財
有
柄
細
形
銅
剣

保
存
活
用
事
業　

 

２
９
６
万
円

▲適切な保存管理が求められる有柄細形銅剣

▲駐車場に整備される予定の深川中学校グラウンド

　

令
和
７
年
８
月
か
ら
市
内
中
学
校

部
活
動
を
市
営
地
域
ク
ラ
ブ
「
Ｎ
Ａ

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｏ
ス
ポ
ー
ツ
・
カ
ル
チ
ャ
ー

ク
ラ
ブ
」（
通
称
Ｎ
ク
ラ
）
に
移
行
さ

せ
る
こ
と
に
伴
い
、
多
く
の
種
目
で

深
川
中
学
校
を
中
心
に
活
動
を
展
開

中
学
校
部
活
動
地
域
移
行
事
業

　

３
２
６
７
万
円

金
や
労
務
単
価
等
を
勘
案
し
た
も
の

で
、
人
件
費
以
外
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
設
置
す
る
た
め
の
電
力
増
加
と
、

こ
れ
に
伴
う
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
の
設
置
、

自
家
用
工
作
物
保
安
管
理
委
託
料
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
保
安
点
検
料
を
新
た

に
計
上
す
る
こ
と
に
よ
り
増
額
と
な

る
。
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文教厚生
委員会

▲
議案第 10 号　長門市仙崎交流プラザの指定管理者の指定について

市民活動の拠点として期待される地域交流プラザ

　議案第 10 号は、令和７年４月１日から仙崎交
流プラザとなる仙崎公民館の指定管理者について
仙崎振興会を選定するものです。仙崎振興会はこ
れまでの施設運営で、地域の生涯学習拠点及び家
庭教育支援拠点として公民館を十分に機能させて
きました。
　地域交流プラザは、地域住民が主体的に参加し、
多様な世代が共に学び、交流する場を提供するこ

▲

議案第９号　長門市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例

地域防災力の要である消防団の処遇改善
総務産業

委員会

　議案第９号は、現在の団員数に即した条例定数
に改めるとともに、団員の処遇改善により、将来
にわたる団員の確保と地域防災力の維持を図るこ
とを目的として、年額報酬及び出動報酬を国の基
準に定める標準額に引き上げる改正を行うもので
す。

消防団長年額報酬の減額理由は。（9 万 1,000
円 / 年→ 8 万 2,500 円 / 年）
階級ごとに国の地方交付税単価が定められて
おり、消防団長の交付税単価が 8 万 2,500
円であることから減額とした。

団員定数を現在の 1,070 人から 950 人に変
更することへの見解は。
人口減少に伴い、現在の団員数に即した定数
に改めるものである。今後も引き続き団員の
確保に努めるとともに、団員数の少ない部隊
については、施設の集約や機能・性能の向上
のため、部隊の再編等を検討しながら消防団
の充実強化を図っていきたい。

答

問

問

答

答

　採決ののち、委員の発議により議案第 9 号に対
する附帯決議案が提出され、賛成多数で可決しま
した。
　附帯決議は、以下の 2 項目です。
１．消防団の事務を統括し、部下団員を指揮監督

する消防団長の年額報酬について、活動の実態
に応じた適切な報酬となるよう検討すること。

２．副部隊長及び班長の報酬について、職務の差
が報酬に反映されるよう検討すること。

「地域防災力の中核として重要な役割を果たす消
防団の処遇改善については、市長の政治理念に
沿った『市民のいのちと生活を守る』観点から早
期の検討を求める」ことを総務産業常任委員会の
意見として決議しました。

交流プラザとなることにより期待される教育
効果及び行政効果は。

問

職務の異なる副部隊長と班長の報酬を同額と
した理由は。
職務の違いは認識しているが、階級ごとの交
付税単価に基づき改正を行うものである。

問

教育効果としては、 地域連携教育の拡充や充
実に加え、市民活動の取り組みを通じて、こ
れまで地域連携にあまり関わりのなかった市
民を取り込んでいくことを期待している。
　また、行政効果としては、各地区に配置し
ている集落支援員が、交流プラザを活動拠点
として、それぞれのまちづくり協議会を集約
し、一緒になって市民活動をさらに前進させ
るとともに、行政と協力し合い市民福祉の向
上に努めていくことを期待している。

答

▲建設中の仙崎交流プラザ

とにより、生涯
学習の推進、地
域コミュニティ
の活性化を促進
し、持続可能な
地域社会の実現
を目的としてい
ます。その運営

は、地域と一体となった各種事業を積極的に展開
することが求められ、地域住民で構成される自主
運営組織に委託することが適当であると考えるこ
とから、指定管理者として指定するものです。
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国
保
の
均
等
割
に
対
す
る
見
解
は

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
は
、
他

の
医
療
保
険
に
は
な
い
均
等
割
が

あ
り
、
子
ど
も
の
数
が
多
い
ほ
ど
保
険

料
が
引
き
上
が
る
た
め
、
子
育
て
支
援

に
逆
行
す
る
も
の
だ
が
、
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

均
等
割
は
、
制
度
を
支
え
る
重
要

な
財
源
の
一
部
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
が
、
一
方
で
、
子
ど
も
が
多
い

世
帯
に
と
っ
て
負
担
が
大
き
い
と
い
う

課
題
が
あ
り
、
独
自
の
対
応
策
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

集
落
営
農
法
人
の
現
状
は

本
市
の
農
業
は
、
担
い
手
の
高
齢

化
と
後
継
者
不
足
に
よ
っ
て
深
刻

化
し
て
お
り
、
集
落
営
農
法
人
に
お
い

て
も
同
様
に
、
規
模
の
縮
小
や
解
散
の

意
向
を
持
つ
法
人
も
あ
る
が
、
ど
う
認

識
し
て
い
る
の
か
。

集
落
営
農
法
人
に
つ
い
て
は
、
ほ

と
ん
ど
の
法
人
で
構
成
員
の
高
齢

学
校
図
書
館
の
整
備
、
充
実
は

学
校
図
書
館
は
、
児
童
生
徒
の
健

全
な
教
養
の
育
成
に
有
効
で
あ

り
、
図
書
の
充
実
を
含
め
、
環
境
整
備

を
計
画
的
に
行
い
、
学
習
活
動
に
お
け

る
積
極
的
な
活
用
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
本
市
に
お
け
る
学
校

図
書
館
図
書
標
準
の
達
成
状
況
を
問
う
。

令
和
５
年
度
に
お
け
る
図
書
標
準

達
成
率
は
、
小
学
校
全
体
で
１
１

８
．
５
％
、
中
学
校
全
体
で
１
０
０
．

７
％
、小
中
学
校
全
体
で
１
１
２
．９
％

で
あ
る
。
達
成
し
て
い
な
い
学
校
は
、

小
学
校
１
校
、
中
学
校
３
校
で
あ
り
、

今
後
も
図
書
標
準
を
目
安
に
更
新
を
進

め
て
い
く
。

各
学
校
に
司
書
教
諭
と
学
校
司
書

が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
配
置
に

つ
い
て
の
教
育
委
員
会
の
見
解
と
各
学

校
に
お
け
る
評
価
を
尋
ね
る
。

授
業
で
活
用
で
き
る
図
書
の
事
前

収
集
や
調
べ
学
習
等
で
の
的
確
な

ア
ド
バ
イ
ス
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

一般質問

ま
た
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に

お
い
て
、
資
料
を
活
用
し
て
解
答
す
る

問
題
や
読
解
力
を
問
う
問
題
で
成
果
が

出
て
い
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
は

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、整
備
面
・

衛
生
面
な
ど
様
々
な
問
題
を
抱
え

て
い
る
。
各
自
治
会
に
お
い
て
も
運
営

状
態
が
厳
し
く
、
今
の
補
助
額
で
は
到

底
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
で

あ
る
。
補
助
金
の
増
額
を
希
望
す
る
が
、

市
長
の
見
解
を
尋
ね
る
。

令
和
７
年
度
当
初
予
算
の
編
成
作

業
に
お
い
て
、
各
自
治
会
が
抱
え

る
課
題
な
ど
現
状
を
把
握
し
、
整
備
・

更
新
に
か
か
る
補
助
制
度
の
見
直
し
を

検
討
す
る
。

問

問

答

化
が
進
行
し
て
お
り
、
経
営
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
が
困
難
な
法
人
や
、
解
散

に
至
る
法
人
も
出
現
し
て
い
る
。
令
和

５
年
度
に
１
法
人
が
解
散
し
、
本
年
度

は
１
法
人
が
解
散
を
予
定
し
て
い
る
な

ど
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

終
活
情
報
登
録
制
度
の
導
入
を

独
居
の
高
齢
者
ら
が
病
気
や
事
故

で
意
思
表
示
が
で
き
な
く
な
っ
た

り
、
死
亡
し
た
り
し
た
場
合
に
、
事
前

に
指
定
し
た
相
手
や
、
公
的
機
関
に
市

が
本
人
の
登
録
情
報
を
伝
え
る
「
終
活

情
報
登
録
制
度
」
を
導
入
す
べ
き
で
は

な
い
か
。本

制
度
は
有
用
と
考
え
て
お
り
、

現
在
、
導
入
す
る
方
向
で
検
討
を

始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問答答

問

答

▼本市の農業は担い手不足の状況にある

問

答▼学校図書館の整備・充実を

問

答

林 哲也
議員

 H
A

Y
A

S
H

I T
E

T
S

U
Y

A

　

 Y
O

N
E

Y
A

 M
A

TA
Y

O
S

H
I米弥 又由

議員



自
主
防
災
組
織
は
、
市
が
指
示
し

て
活
動
す
る
組
織
で
は
な
く
、
自

主
的
な
活
動
を
行
う
自
発
的
な
防
災
組

織
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
活
動
状
況
に
つ

い
て
の
報
告
は
、
現
在
は
求
め
て
い
な

い
。

避
難
情
報
発
令
時
に
、
自
主
防
災

組
織
が
ど
の
よ
う
に
動
い
て
、
そ

れ
に
対
し
て
市
が
ど
う
動
く
べ
き
か
、

聞
き
取
り
を
行
い
な
が
ら
、
大
規
模
な

災
害
に
備
え
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
見
解

を
尋
ね
る
。

避
難
情
報
発
令
時
の
自
主
防
災
組

織
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
事
後
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
聞
き
取
り
、

状
況
把
握
す
る
必
要
も
あ
る
と
思
う
。

今
後
、
庁
内
で
議
論
を
す
る
。

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
を

農
業
の
後
継
者
不
足
が
深
刻
化
す

る
中
、
市
は
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推

進
に
注
力
し
て
い
る
が
、
一
般
の
農
家

に
は
そ
の
概
念
や
利
点
が
浸
透
し
て
い

な
い
現
況
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
市
は

ど
の
よ
う
に
ス
マ
ー
ト
農
業
の
重
要
性

を
説
明
し
、
普
及
を
促
進
し
て
い
く
考

え
な
の
か
。

ス
マ
ー
ト
農
業
の
重
要
性
に
つ
い

て
は
、
未
来
農
業
創
造
協
議
会
ス

マ
ー
ト
農
業
推
進
部
会
に
よ
り
、
生
産

者
、
Ｊ
Ａ
、
農
機
具
メ
ー
カ
ー
、
ア
グ

リ
な
が
と
及
び
県
と
の
連
携
の
も
と
、

こ
れ
ま
で
ア
グ
リ
な
が
と
の
圃
場
を
舞

台
に
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
直
播
や
ラ
ジ
コ

ン
草
刈
機
等
の
実
証
事
業
を
通
じ
て
、

そ
の
結
果
を
も
と
に
ス
マ
ー
ト
農
機
具

の
活
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
集
落

営
農
法
人
な
ど
に
配
布
す
る
こ
と
で
周

知
を
図
っ
て
い
る
。

　

加
え
て
、
農
業
者
個
々
人
へ
の
周
知

と
し
て
は
、
実
証
結
果
や
活
用
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
を
用
い
て
、
Ｊ
Ａ
と
の
連
携
の

も
と
、
毎
年
７
月
・
12
月
に
開
催
さ
れ

る
Ｊ
Ａ
主
催
の
座
談
会
等
に
よ
り
実
施

し
て
い
る
。

市
内
に
ス
マ
ー
ト
農
業
を
推
進
す

る
モ
デ
ル
地
域
を
指
定
し
、
効
果

の
検
証
や
そ
の
効
果
を
「
見
え
る
化
」

し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

市
は
こ
れ
ま
で
、
ア
グ
リ
な
が
と

の
圃
場
に
お
い
て
ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
直
播
等
の
ス
マ
ー
ト
農
機
具
の
実
証

事
業
を
行
っ
て
き
た
。
令
和
５
年
度
は

日
置
地
区
の
農
業
者
が
、
ご
自
身
の
圃

場
を
舞
台
に
ス
マ
ー
ト
機
器
の
実
証
事

業
を
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
ア
グ

リ
な
が
と
の
圃
場
に
お
い
て
、
こ
れ
ま

で
よ
り
も
広
い
範
囲
の
圃
場
で
実
施
し
、

効
果
の
見
え
る
化
を
進
め
、
一
層
の
ス

マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
拍
車
を
か
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

６

答 問

答
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一般質問

▼直進アシスト付田植機

広
域
災
害
時
の
対
応
計
画
を
早
急
に

南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
広
域
に
甚

大
な
る
被
害
が
想
定
さ
れ
て
お

り
、
市
内
で
の
直
接
的
な
被
害
が
少
な

く
て
も
物
流
の
滞
り
な
ど
に
よ
り
市
民

生
活
に
影
響
が
出
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
ら
れ

て
い
る
の
か
。

市
民
生
活
へ
の
影
響
と
し
て
考
え

ら
れ
る
こ
と
は
、
全
国
レ
ベ
ル
で

の
物
資
不
足
で
あ
り
、
市
と
し
て
は
、

「
自
ら
の
身
は
自
ら
が
守
る
」
と
い
う
考

え
を
防
災
の
基
本
に
捉
え
て
い
る
た
め
、

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
考
え
方
を
も
と
に
、

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
の
備
蓄

や
、
非
常
用
持
ち
出
し
品
等
の
備
蓄
の

啓
発
に
努
め
て
い
る
。

自
主
防
災
組
織
と
の
協
働
が
必
要

今
年
も
何
度
か
避
難
所
を
開
設
し

て
い
る
が
、
そ
の
と
き
の
自
主
防

災
組
織
の
活
動
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し

て
い
る
の
か
。

問答

▼市内自主防災組織の状況 問 答

問

有田 茂
議員

 A
R

ITA
 S

H
IG

E
R

U
 TA

N
A

K
A

 C
H

IA
K

I

田中 千秋
議員

答

問



学
校
統
廃
合
等
の

検
討
の
進
め
方
は

統
廃
合
等
を
含
め
た
学
校
の
あ
り

方
の
検
討
は
ど
う
進
め
て
い
く
の

か
。
審
議
会
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な

る
の
か
。
ま
た
、
保
護
者
の
意
見
は
ど

の
よ
う
に
し
て
聴
取
さ
れ
る
の
か
。

令
和
７
年
度
に
外
部
有
識
者
、
保

護
者
代
表
、
地
域
住
民
代
表
等
か

ら
な
る
審
議
会
を
立
ち
上
げ
、
令
和
８

年
12
月
頃
ま
で
に
最
終
取
り
ま
と
め
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

　

保
護
者
の
意
見
は
非
常
に
重
要
で
あ

り
、全
て
の
保
護
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
等
を
行
う
。
審
議
会
で
は
、
本
市
の

課
題
を
整
理
し
、
適
正
な
学
校
の
規
模
・

配
置
な
ど
、
学
校
の
目
指
す
姿
に
つ
い

て
答
申
を
取
り
ま
と
め
て
い
く
。

 H
IS

A
N

A
G

A
 S

H
IN

Y
A

　ひさなが信也
議員

夜
間
の
移
動
手
段
確
保
に
向
け
て

市
内
に
お
け
る
夜
間
の
移
動
手
段

に
は
課
題
が
あ
る
と
い
う
声
を
聞

い
て
い
る
。
市
は
、
こ
の
現
状
を
ど
う

捉
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
現
状
を
打

破
し
た
い
と
い
う
考
え
が
あ
る
の
か
。

夜
間
の
タ
ク
シ
ー
、
運
転
代
行
業

と
も
に
不
足
し
て
お
り
、
そ
れ
に

伴
っ
て
飲
食
店
の
利
用
者
や
、
夜
間
診

療
を
受
け
ら
れ
た
方
に
影
響
が
あ
る
と

捉
え
て
い
る
。
飲
食
業
や
、
医
療
関
係

の
方
々
か
ら
要
望
も
聞
い
て
い
る
の
で
、

何
と
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
市
と
し
て
動
向
を
注
視

し
て
き
た
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い

て
、
今
後
ど
う
す
る
の
か
、
い
つ
ま
で

注
視
を
続
け
る
の
か
尋
ね
る
。

引
き
続
き
国
の
動
向
を
注
視
し
、

他
自
治
体
の
事
例
等
も
参
考
に
し

な
が
ら
検
討
を
し
て
い
く
。
実
証
運
行

に
つ
い
て
、
体
制
が
整
え
ば
行
政
と
し

て
は
な
る
べ
く
早
く
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
る
。

本
市
の
シ
ン
ボ
ル
の
管
理
は

長
門
湯
本
温
泉
街
や
市
内
の
樹
齢

50
年
を
超
え
る
サ
ク
ラ
の
管
理
や

て
ん
ぐ
巣
病
対
策
を
ど
う
し
て
い
く
か
。

サ
ク
ラ
に
つ
い
て
は
、
観
光
的
な

面
か
ら
、
地
域
の
方
々
と
情
報
共

有
を
図
り
、
市
の
施
設
に
お
い
て
は
、

適
宜
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

20
年
以
上
前
、
ホ
タ
ル
先
生
と
言

わ
れ
た
藤
永
禎
史
先
生
が
、
教
師

の
傍
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
俵
山
、
渋
木
、

三
隅
地
区
に
お
い
て
子
ど
も
た
ち
と
長

年
ホ
タ
ル
増
殖
活
動
に
取
り
組
ま
れ
た
。

そ
の
長
年
の
努
力
に
よ
り
、
現
在
の
長

門
市
の
生
物
の
指
定
へ
つ
な
が
っ
た
と

考
え
る
。
ホ
タ
ル
先
生
の
意
思
を
後
世

に
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
も
、
ホ
タ
ル

の
生
息
域
等
の
調
査
を
行
い
把
握
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

藤
永
先
生
の
御
努
力
は
大
変
だ
っ

た
と
思
っ
て
い
る
。
ホ
タ
ル
の
生

息
域
等
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
庁
内
で

議
論
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
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一般質問
問

問

答

夜
間
タ
ク
シ
ー
の
支
援
や
第
二
種

免
許
取
得
の
補
助
等
、
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
以
外
の
支
援
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
自
治
体
が
あ
る
。
本
市
も
取
り
組

み
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

事
業
者
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら

情
報
は
得
て
い
る
。
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
制
度
に
す
る
た
め
、
事
業
者
と

話
を
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
状
況
が
続
け
ば
続
く
ほ
ど
事

態
は
悪
化
す
る
。
緊
急
性
の
ラ
ン

ク
を
上
げ
て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
、
市

長
の
見
解
を
尋
ね
る
。

非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
の
課
題
だ
と

思
っ
て
い
る
。
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に

可
能
性
を
感
じ
て
い
る
の
で
、
国
の
動

向
を
し
っ
か
り
見
て
い
き
た
い
。

問答

答 問▼不足する夜間の移動手段

答▼長門湯本温泉音信川沿いのサクラ

問答

　

Y
O

N
EY

A
 M

A
TA

Y
O

SH
I綾城 美佳

議員

 A
Y

A
G

I M
IK

A

答 問

問答
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し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
の
農
地
も
広
げ
、
栽

培
量
を
増
や
し
て
い
く
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
等
を
活
用
し

た
取
り
組
み
は
あ
る
の
か
。

有
機
栽
培
の
サ
ツ
マ
イ
モ
や
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
、
特
別
栽
培
米
を
学

校
給
食
に
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
生

産
者
の
声
を
ビ
デ
オ
放
映
や
給
食
だ
よ

り
等
で
伝
え
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
等

に
関
す
る
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
給
食
を
調
理

し
て
い
る
保
育
園
で
取
り
組
め
な

い
か
。食

育
の
一
環
と
し
て
、
な
が
と
食

の
日
等
に
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
の

活
用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

平
成
25
年
か
ら
令
和
６
年
11
月
末

ま
で
で

479
件
の
相
談
が
あ
り
、
補

助
事
業
の
除
却
は
36
件
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
略
式
代
執
行
は
、
令
和
元
年
度
か

ら
令
和
４
年
度
で
４
件
で
あ
る
。

空
き
家
の
利
活
用
は
重
要
な
課
題

で
あ
る
が
、
空
き
家
情
報
バ
ン
ク

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

空
き
家
の
有
効
活
用
と
本
市
へ
の

移
住
、
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
を
運
営
し
て
い
る
。

現
在
、
専
任
の
定
住
支
援
員
を
２
名
配

置
し
、
物
件
の
掘
り
起
こ
し
や
空
き
家

情
報
バ
ン
ク
へ
の
登
録
、
希
望
者
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
と
と
も
に
、
空
き

家
リ
フ
ォ
ー
ム
や
家
財
撤
去
に
係
る
費

用
を
助
成
す
る
事
業
等
に
よ
り
、
バ
ン

ク
へ
の
登
録
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

空
き
家
等
対
策
の
進
捗
状
況
は

近
年
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
、
核
家
族
化
に
よ
り
、
空
き
家

が
年
々
増
加
し
て
い
る
。
市
で
は
防
災

や
衛
生
、
景
観
等
の
地
域
住
民
の
生
活

環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
、
空
き
家
等
の
対
策
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
て
い
る
が
、

そ
の
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

令
和
５
年
、
本
市
の
住
宅
総
数
は

１
万
７
９
１
０
戸
、
う
ち
空
き
家

は
３
９
８
０
戸
で
空
き
家
率
２
２
．２
％

で
あ
る
。
国
、
県
と
比
べ
、
本
市
は
空

き
家
率
が
高
い
状
態
で
推
移
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
空
家
等
対
策
計
画
の
も
と
、

少
し
で
も
空
き
家
の
件
数
を
減
少
さ
せ

る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
、
空
き
家
情

報
バ
ン
ク
を
運
営
し
て
い
る
ほ
か
、
土

地
家
屋
調
査
士
、
司
法
書
士
な
ど
専
門

家
を
招
い
て
の
空
き
家
セ
ミ
ナ
ー
、
無

料
相
談
会
を
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

倒
壊
の
危
険
が
あ
る
建
物
が
急
増

し
て
い
る
が
、
そ
の
相
談
件
数
等

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

問

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
を
活
用
し

健
康
づ
く
り
を

第
４
次
長
門
市
食
育
推
進
計
画
で

は
、
食
体
験
で
心
豊
か
な
人
づ
く

り
や
地
産
地
消
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を

基
本
目
標
の
一
つ
に
掲
げ
て
い
る
。オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
を
し
た
ま
ち

と
し
て
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
を
食
育

に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
市

民
の
健
康
増
進
が
図
ら
れ
、
意
識
の
高

揚
に
拍
車
が
か
か
る
と
考
え
る
が
市
長

の
見
解
は
。

食
育
推
進
計
画
で
は
、
若
い
世
代

を
中
心
と
し
た
共
食
の
推
進
、
食

へ
の
関
心
と
理
解
、
循
環
や
環
境
を
意

識
し
た
食
育
推
進
を
目
指
し
、
食
育
関

係
団
体
と
連
携
し
、
食
に
関
す
る
様
々

な
学
習
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

　

学
校
給
食
や
保
育
園
給
食
は
、
毎
月

19
日
の
な
が
と
食
の
日
に
合
わ
せ
、
生

産
者
等
関
係
団
体
と
連
携
し
、
地
場
産

食
材
を
積
極
的
に
活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー

の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
を
行
っ
た
ま
ち
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
人
材
を
し
っ
か
り
確
保

答 問

問答

一般質問

▼オーガニックのサツマイモを使用した給食

▼危険な空き家（略式代執行家屋） 答

問答

 IW
A

FU
JI M

U
T

S
U

K
O岩藤 睦子

議員

 E
H

A
R

A
 K

E
N

JI

江原 健二
議員

問

答

答

問
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一般質問
市
有
財
産
で
あ
る

「
市
道
」
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

市
内
に

660
㎞
あ
る
市
道
の
う
ち
、

い
わ
ゆ
る
生
活
道
路
の
維
持
に
も

高
齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ
る
中
、
今
は

「
利
他
の
精
神
」
に
よ
り
何
と
か
維
持
で

き
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
ま
ま
で
は
近

い
将
来
、
管
理
が
困
難
に
な
る
恐
れ
が

あ
る
。
行
政
と
し
て
今
後
の
方
向
性
を

尋
ね
る
。市

道
の
維
持
管
理
に
は
大
き
く
分

け
て
舗
装
修
繕
等
の
維
持
修
繕
工

事
と
路
肩
草
刈
等
の
維
持
管
理
業
務
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
業
者
へ
の
発
注
や
委

託
及
び
職
員
に
よ
る
直
営
作
業
を
も
っ

て
実
施
し
て
い
る
が
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
、
道
路
管
理
者
が
す
べ
て
に
対
応

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。地
域
の
方
々

の
お
力
添
え
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

引
き
続
き
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
。

個
々
人
で
の
生
活
道
路
の
環
境
保

全
が
難
し
く
な
る
中
、
そ
の
地
域

で
の
対
応
が
最
も
近
道
だ
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
市
内
の
ほ
ぼ
全
域
で
組
織
さ

れ
て
い
る
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
や

地
元
自
治
会
に
、
現
に
実
施
さ
れ
て
い

る
作
業
に
加
え
、
お
力
を
拝
借
す
る
方

策
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
。

我
々
は
議
会
報
告
会
等
で
同
様
の
意
見

を
い
た
だ
く
が
、
協
議
会
の
実
情
は
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
複
数
自

治
会
の
合
意
形
成
を
基
本
に
、
地

域
の
集
落
機
能
再
生
の
た
め
自
主
的
か

つ
主
体
的
に
地
域
活
動
を
行
う
こ
と
を

設
置
目
的
と
し
て
い
る
。

　

現
在
長
門
地
区
で
９
協
議
会
、
三
隅
・

日
置
地
区
全
域
で
各
１
協
議
会
、
油
谷

地
区
で
５
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
面
積

換
算
で
の
組
織
率
は
83
％
と
な
っ
て
い

る
。
地
域
住
民
が
地
域
の
課
題
を
共
有

し
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
る
た
め
、
協
議
会
間
で
情
報
共
有

を
図
っ
て
い
る
。

問答問

答▼雑草が伸び、道路幅の狭くなっている市道

不
登
校
の
子
ど
も
の
保
護
者
か
ら

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
学

校
か
ら
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
、
担
任
が

知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。

教
師
側
の
立
場
で
は
、
あ
ま
り
に

早
期
に
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
紹

介
す
る
と
、
自
分
の
元
か
ら
手
を
離
す

と
い
う
誤
解
を
さ
れ
か
ね
ず
タ
イ
ミ
ン

グ
が
難
し
い
。
す
べ
て
の
教
職
員
に
対

し
て
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し

た
好
事
例
の
紹
介
な
ど
、
具
体
例
を
挙

げ
て
指
導
し
、
理
解
を
深
め
て
い
く
。

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
同

士
が
交
流
で
き
る
場
づ
く
り
は
。

地
域
連
携
教
育
推
進
課
所
管
の
家

庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
が
、
自
然
な

交
流
の
場
の
創
出
を
検
討
し
て
い
る
。

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に

寄
り
添
っ
た
支
援
を

適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
に

ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
う
か
。

状
況
に
応
じ
て
は
一
概
に
登
校
を

促
し
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
児
童

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
状
況
や
背
景
を
把

握
・
理
解
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
多
様
な

支
援
に
取
り
組
む
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
学
習
支
援
や
相
談
対
応
も

継
続
し
、
全
保
護
者
に
多
様
な
学
び
の

場
が
あ
る
こ
と
を
周
知
し
て
い
る
。

国
際
人
権
規
約
及
び
児
童
の
権
利

に
関
す
る
条
約
を
踏
ま
え
就
学
の

機
会
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
本
市
は

外
国
籍
の
子
ど
も
及
び
そ
の
保
護
者
の

支
援
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

外
国
人
の
児
童
生
徒
に
対
し
て
、

基
本
的
な
対
応
は
国
籍
に
関
わ
ら

ず
同
様
と
考
え
る
。
不
安
な
気
持
ち
が

よ
り
強
い
こ
と
や
、
意
思
の
疎
通
が
困

難
な
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
し
っ

か
り
寄
り
添
っ
た
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

答 問

問

答 問

答▼子どもにやさしいコミュニティ創出の場

 TA
M

U
R

A
 D

A
IJIR

O

　田村大治郎
議員

問答

 U
E

D
A

 K
E

IJI

上田 啓二
議員



ナ
ン
キ
ン
ハ
ゼ
が
民
地
を
含
め
各

所
へ
繁
茂
し
て
い
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
。
河
川
や
草
原
、
山
林
等
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
自

治
会
回
覧
等
で
周
知
を
図
り
、
ナ
ン
キ

ン
ハ
ゼ
繁
茂
を
食
い
止
め
る
地
区
活
動

を
支
援
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

公
選
職
の
選
挙
に
つ
い
て
の
見
解
は

令
和
７
年
４
月
執
行
予
定
の
市
議

会
議
員
一
般
選
挙
に
つ
い
て
、
市

政
と
し
て
期
待
す
る
も
の
は
。

議
会
を
構
成
す
る
議
員
の
選
挙

は
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
二

元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
大
変
重
要
な

選
挙
と
認
識
し
て
い
る
。
公
職
選
挙
法

に
の
っ
と
り
、
公
平
・
公
正
に
議
員
が

選
ば
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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ナ
ン
キ
ン
ハ
ゼ
繁
茂
へ
の
対
策
は

俵
山
地
区
に
お
い
て
県
道
38
号
線

な
ど
の
街
路
樹
と
し
て
植
栽
さ
れ

て
い
る
ナ
ン
キ
ン
ハ
ゼ
の
繁
茂
に
つ
い

て
、
県
、
市
へ
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
対
応
状
況
と
ナ
ン
キ
ン

ハ
ゼ
繁
茂
へ
の
対
策
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。県

道
沿
い
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
ナ

ン
キ
ン
ハ
ゼ
に
つ
い
て
は
、
伐
採

の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
長

門
土
木
建
築
事
務
所
で
順
次
伐
採
し
て

い
く
方
向
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
繁
茂
し
た
ナ
ン
キ
ン
ハ
ゼ
に
つ
い

て
は
、
国
が
作
成
公
表
し
た
生
態
系
被

害
防
止
外
来
種
リ
ス
ト
で
総
合
対
策
外

来
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
の
対
応
策
に
つ
い
て
は
県
の
今
後
の

対
応
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

県
道
沿
い
の
繁
茂
し
た
ナ
ン
キ
ン

ハ
ゼ
へ
の
対
応
は
地
区
の
活
動
等

で
で
き
る
が
、
民
地
等
へ
繁
茂
し
た
も

の
に
つ
い
て
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

問答問

答

一般質問

問答▼街路樹として植栽されているナンキンハゼ

 SH
IG

EM
U

R
A

 N
O

R
IH

IR
O

重村 法弘
議員

議員提出議案

民主主義に対する挑戦であり、断じて許されない !!
議員への卑劣な脅迫行為を糾弾する決議

　同僚議員に郵送された殺害予告を含む卑劣な脅迫行
為は、議員個人に対するものではなく、言論の府であ
る長門市議会に向けられたものである。本市議会はこ
のような脅迫事件が起きたことに強い衝撃を受けてお
り、市民生活にも大きな不安と脅威を与えている。
　言うまでもなく、言論及び政治活動の自由は公正な
社会を確立する上で最も重要な権利であり、これを脅
迫で封じ込めようとする今回の暴挙は、民主主義に対
する挑戦であり、断じて許されるものではない。
　本市議会は、ここに改めて言論及び政治活動の自由
を守り、暴力や脅迫に屈しないという姿勢を貫くとと
もに、二度とこのような脅迫事件が起きないことを強
く願い、民主主義の根幹を揺るがす卑劣な脅迫行為を
断固糾弾するものである。
　以上、決議する。
　令和 6 年 11 月 29 日　　　　　　　　長 門 市 議 会

　ひさなが信也議員に対する脅迫行為に
ついて、11 月 5 日に議員全員協議会が
開かれました。協議の結果、速やかに議
長声明を発出するとともに、脅迫行為を
糾弾する決議案を提出し、市議会として
の意思と立場を対外的に表明することを
申し合わせました。翌 6 日に南野信郎
議長は、「民主主義に対する暴挙であり、
断じて許されるものではない。長門市議
会は今後も暴力や脅迫に屈しないという
姿勢を貫くとともに、犯人の 1 日も早
い検挙を願ってやまない」とする議長声
明を発出しました。決議案はこうした背
景を踏まえた上で提出され、全会一致で
可決しました。

決議案第１号「議員への卑劣な脅迫行為を糾弾する決議」



　長門市ソフトテニス協会会長の松永亘弘氏から
提出された請願第 1 号「深川中学校のテニスコー
トの改修整備と、一般への開放を求める請願」( 紹
介議員：重廣正美議員、吉津弘之議員 ) は、12 月
6 日の本会議で紹介議員の趣旨説明が行われた後、
文教厚生常任委員会に審査を付託しました。
　請願の内容は、部活動 ( テニス ) の地域移行を
成功させるには、テニスコートの施設整備が最重
要事案であることから、「N クラ」の活動拠点で
ある深川中学校テニスコートを早急にオムニコー
トに改修することと同時に、テニスコートの有効
活用として、空き時間は一般に開放し、常時使用
を可能とする施策の実現を求めるものです。

　文教厚生委員会は、12 月 10 日に現地視察、
12 日に請願者代表の松永亘弘氏及び紹介議員の
重廣正美議員から趣旨説明を受けた後、所管課と
の意見交換を行いました。12 月 16 日に再度委員
会を開催しましたが、委員から、さらに慎重に審
査する必要があるため、請願第 1 号を閉会中の継
続審査としたいとの動議が提出され、賛成多数で
継続審査とすることに決定しました。
　議会閉会中の令和 7 年 1 月 17 日・24 日に委
員会を開催し、請願第 1 号については趣旨採択と
することに決定しました。
　なお、本請願については、令和 7 年３月定例会
において委員長報告の後、採決の流れとなります。

継 続 審 査 を 経 て
     深川中学校のテニスコートの改修整備と、一般への開放を求める請願  請願第１号
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以下の事項を邦文 ( 日本語 ) で記載し、議長あ
てに 2 部ご提出ください。
・あて先 ( 長門市議会議長あて )
・件名 ※分かりやすく簡潔に記載してください。
・趣旨 ※具体的に記載してください。
・提出年月日
・請願者・陳情者の住所、署名または記名押印

法人や団体の場合は、名称及び所在地を記載
し、代表者が署名または記名押印してくださ
い。

・紹介議員の署名または記名押印 ( 請願の場合 )
・署名簿 ( あれば )

ページごとに請願・陳情の件名と趣旨を記載
し、署名者が請願等の趣旨に賛同しているこ
とが分かるようにしてください。
署名簿には請願の代表者と同様に、住所及び
署名または記名押印が必要です。

・意見書案 ( 意見書の提出を希望される場合 )

・提出方法　持参を基本としていますが、郵送
での提出も可能です。
※提出時に事務局が連絡先 ( 電話番号 ) を聞
き取ります。内容確認等のため、連絡させて
いただく場合があります。郵送の場合は別紙
に連絡先を記載して提出してください。

・提出時期　いつでも提出できます。

請 願 は趣 旨 採 択

書 き 方  提 出 方 法 と 時 期

請願・陳情 の提出方法と書き方

　どなたでも市政に対し、要望や意見などを議会に提出することができます。
　市民の皆さんの要望を、市政に反映させる方法のひとつに「請願」や「陳情」があります。
　「請願」するときは、長門市議会議員の紹介を必要としますが、「陳情」の場合はその必要はありません。
　議会に提出された請願や陳情は、その内容を所管する委員会で審議され、本会議で最終的に採択か不採
択かを決定します。採択された請願は執行機関に送付されます。
　委員会に付託し、議会で取り上げた「請願」「陳情」の処理結果については、提出された方に通知します。
　なお、陳情の場合、全議員への資料配付のみにとどめる場合があります。

採択

不採択

内容や趣旨が妥当で、かつ実現の可能性があ

内容や趣旨が妥当でないか、又は実現が

一部採択 内容が複数項目にわたり、賛成できる

趣旨採択 内容や趣旨は理解できるが、財政事情

ると判断されたもの。

困難と判断されたもの。

ものとできないものがあって、一部を採択、一部を
不採択とすると判断されたもの。

やその他の事情等により、拘束力を持たせず、状況
によって行政運営に反映させてはどうかと判断され
たもの。
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政 治 倫 理 基 準 に

12長門市議会だより　2025.2.1

政治倫理審査会
会　長：岩藤睦子議員
副会長：林哲也議員
委　員：重村法弘議員、吉津弘之議員、
　　　　早川文乃議員、田村大治郎議員、
　　　　ひさなが信也議員

▼第 1 回政治倫理審査会の様子

▲弁明する松岡秀樹議員（第5回政治倫理審査会）

長門市議会議員政治倫理審査会の報告
違 反
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▲議長及び除斥の松岡秀樹議員を除く 16 人で採決

　11 月 29 日の 12 月定例会の本会議では、議員
提出の「松岡秀樹議員に対する議員辞職勧告決議

（案）」を賛成多数で可決しました。
　決議（案）の提出者は、政治倫理審査会の会長
を務めた岩藤睦子議員（副議長）、賛成者は林哲
也議員、重村法弘議員、吉津弘之議員、田村大治
郎議員、ひさなが信也議員となっており、早川文
乃議員を除いた政治倫理審査会の委員です。
　採決では、議長及び除斥の松岡秀樹議員を除く
議員 16 人のうち、反対は早川文乃議員、中平裕
二議員、江原健二議員の３人でした。なお、松岡
秀樹議員は弁明の機会がありながら行使せず、反
対の議員からは質疑や討論もありませんでした。
　議員辞職勧告決議は、議員に対する除名や首長
に対する不信任決議とは異なり法的拘束力はな
く、たとえ当該人物が勧告に従わず辞職しなくて

も法律上の問題はありません。

松岡秀樹議員に対する議員辞職勧告決議
　我々議員は、市民全体の奉仕者として、その職責の重さを深く自覚するとともに、人格と倫理の向上
に努め、市政の発展と住民福祉の向上に努めなければならない。
　松岡秀樹議員は、令和２年 12 月に宇部市から本市に住民票を異動し、令和３年４月執行の長門市議
会議員一般選挙において初当選を果たし、現在に至っている。
　居住実態の問題が表面化した令和６年６月までの約３年間、複数の市民から「松岡秀樹議員は人丸の
自宅にほとんどおらず、本市での居住実態がないのではないか」との声が寄せられており、本市議会は
８月 22 日、その真相を究明し説明責任を果たすため、長門市議会議員政治倫理審査会を設置した。
　審査会は、地域住民の聞き取りから得た証言、電気水道使用量、車の走行距離、独自調査を行った議
員等の証言や独自調査の内容を総合的に考慮した結果、「議員に当選してからこれまでの間、松岡秀樹
議員の居住実態は、油谷人丸の自宅であるとは言い難く、宇部市の住居が生活の本拠であると推認でき
る」と指摘した上で、「長門市議会議員政治倫理条例第３条第１項第１号及び第２項の政治倫理基準に
違反していると判断する」との報告書を議長に提出した。
　本市に居住実態があるとする松岡秀樹議員の主張は到底認められるものではなく、審査会の報告書か
ら、被選挙権を有していないと判断せざるを得ない。
　よって、本市議会は松岡秀樹議員に対し、自らの意思と責任により、市議会議員の職を辞することを
強く求め、勧告するものである。

　以上、決議する。
　令和６年１１月２９日								        　長門市議会　

辞 職 勧 告 決

自らの意思と責任により、職を辞することを強く求める

可 決議 員 議

※除斥とは、議会における審議の公正を期すため
に、審議案件と一定の利害関係のある議員は、審
議に加わることができない制度です。利害関係の
ある案件を審議する際は、議場から退席すること
になります。



地域公共交通推進事業について、公共交通協議
会分科会での取り組みは。
令和 5 年度にバス事業者同士の集まるバス路
線の検討分科会と、料金について検討する運賃
ワーキンググループの 2 つを設置した。他市
事例の共有等を含め、事業者等との情報交換を
行っている。

道路の草刈りについて、地域住民とともに草刈
り作業のできる仕組みづくりをお願いしている
が、どのようになったのか。
自治会への委託の継続に加えて、高所作業など
費用が発生するものに関しては、各支所の市民
が主役の地域活性化事業の中で費用を負担する
取り組みを始めている。

ヤングケアラーについて、福祉委員、民生児童
委員、各自治会等への連携支援体制及び早期発
見にどのように取り組んだのか。
ヤングケアラーは表面化しづらい問題であり、
子ども自身の自覚がないことから、いかに周り
の大人が気づき、支援につなげることができる
かが重要である。まず、知っていただくための
研修会を開催し、個別の会議等の機会を捉えて
周知を行うなど情報共有を図った。

有害鳥獣被害防止対策事業費補助金 648 万
6,000 円とあるが、その成果は。
令和 5 年度は全部で 28 件の申請があり、捕獲
檻が 9 件、防護柵の設置が 19 件、主に中山間
地域が多いが、各地域に満遍なく設置された。

答

令和 5 年度の市税について総括は。

調定額 37 億 2,961 万円に対して、収入済額は
35 億 4,915 万円で、徴収率は 95.2％である。
令和 4 年度より 0.4% 上昇している。

職員採用プロモーション強化事業の実績は。

プロモーション動画、パンフレット及びポス
ターを業者委託により制作し活用した。また、

「しごとセミナー」等の開催等に使用している。

スクールバス運行は統廃合した学校の児童生徒
を対象にしているが、援助対象外の児童生徒で
も悪天候や鳥獣害等の問題がある場合には利用
できないかとの意見を聞くが、見解は。
現在の利用は、統廃合で遠距離通学となった区
域に限っている。安全対策のために拡大すると
ころまでの検討はしていない。

IT 関連企業等集積拠点施設整備に関して、本
市に IT 企業が来るのかとの不安な声を聞くが、
状況はどうなっているのか。
中山間地域で情報通信関連企業を誘致するのは
ハードルの高いミッションであるが、継続して
誘致の交渉を行っており、手応えは感じている。
進出協定を交わすまで気を緩めることなく取り
組んでいく。

三隅地区工場用地整備事業について、当初から
現在までの工事費はトータルでいくらになるの
か。また、進出協定の状況は。
本事業にかかる令和 5 年度決算期ベースにおけ
る累計の総事業費は 10 億 915 万円。工事は令
和 6 年度中には完成する予定であり、遅くても
来年度には用地の引き渡しができる。（株）ア
ルミネには、できるだけ早期の進出協定の締結
をお願いしている。

●予算決算委員会の主な質疑●
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問

答

問答

問

答

問

答

答

問

答

問

問

答

問

　9 月定例会の最終日 (9 月 27 日 ) に追加提案された令和 5 年度
の各会計決算議案は各常任委員会に付託し、議会閉会中の継続審
査を実施しました。
　10 月 22 日の第 4 回臨時会では令和 5 年度の 5 会計の決算議
案を認定し、新たに提案された 6 議案についても可決しました。

第４回
臨時会

　令和５年度長門市一般会計歳入歳出決算の認定について９月定例会 議案第 18 号

予算は効率的・効果的に執行されているか
　一般会計歳入歳出決算における歳入総額は 229 億 1,308 万円、歳出総額は 214 億
6,602 万円となり、実質収支では 14 億 4,706 万円の黒字となりました。予算決算委
員会では昨年度に引き続き、分科会方式で審査を行いました。

問

答
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■第 4 回臨時会議決結果
議案番号 件　　　　名 結果

9 月定例会 18 令和 5 年度長門市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定

9 月定例会 19 令和 5 年度長門市国民健康保険事業特別会
計歳入歳出決算の認定について 認定

9 月定例会 20 令和 5 年度長門市湯本温泉事業特別会計歳
入歳出決算の認定について 認定

9 月定例会 21 令和 5 年度長門市介護保険事業特別会計歳
入歳出決算の認定について 認定

9 月定例会 22 令和 5 年度長門市後期高齢者医療事業特別
会計歳入歳出決算の認定について 認定

1 令和6年度長門市一般会計補正予算（第6号）原案可決

2 長門市地域交流プラザ条例 原案可決

3 長門市役所支所及び出張所設置条例の一部を改正する条例 原案可決

4 長門市公民館条例の一部を改正する条例 原案可決

5 長門市市民活動支援センター条例の一部を改正する条例 原案可決

6
専決処分の承認について（令和 6 年度長門
市一般会計補正予算（専決第 1 号））

承認

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
長
門
市
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
等
集
積
拠
点

施
設
整
備
改
修
建
築
事
業
）

入
札
の
遅
れ
に
よ
る
供
用
開
始

日
へ
の
影
響
は
な
い
の
か
。

計
画
ど
お
り
令
和
７
年
度
中
の

供
用
開
始
を
見
込
ん
で
い
る
。

工事請負契約の締結について
　11 月 21 日の第 5 回臨時会では、IT 関連企業等集積拠点施設

（旧山口福祉専門学校）に係る２議案の審査を総務産業常任委員
会に付託し、本会議において原案のとおり可決しました。

　

議
案
第
１
号

■令和 5 年度　各会計決算額 （単位：千円）

会 計 名 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額

一 般 会 計 22,913,085 21,466,025 1,447,060

国 民 健 康
保 険 事 業 5,045,259 4,799,314 245,945

湯 本 温 泉 事 業 18,287 18,287 0

介 護 保 険 事 業 4,275,149 4,171,002 104,146

後 期 高 齢 者
医 療 事 業 739,214 725,600 13,613

合 計 32,990,996 31,180,230 1,810,766

■第 5 回臨時会議決結果
議案番号 件　　　　名 結果

1 工事請負契約の締結について（長門市 IT 関
連企業等集積拠点施設整備改修建築工事） 原案可決

2 工事請負契約の締結について（長門市 IT 関
連企業等集積拠点施設整備改修電気工事） 原案可決

第５回
臨時会

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
長
門
市
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
等
集
積
拠
点

施
設
整
備
改
修
電
気
工
事
）

　

議
案
第
２
号

問答問答

問答

▲安全祈願祭の様子（三隅地区湯免）

入 札 参 加 業 者 １回目
入札金額

２回目
入札金額

最終回
入札金額 備考

中原組・ナカケン特定
建設工事共同企業体 395,000 355,000 345,000

落札（落札
率 99.1％）

ヤ マ ネ 鉄 工
建 設 株 式 会 社 430,000 394,000 354,000

■入札結果表（議案第 1 号） （単位：千円）

（
議
案
第
１
号
）

（
議
案
第
２
号
）

２
回
の
入
札
に
応
札
者
が
な
く

随
意
契
約
と
な
っ
た
要
因
は
。

１
回
目
の
入
札
に
応
札
者
が
な

く
、
入
札
参
加
要
件
を
変
更

し
執
行
し
た
が
、
大
規
模
な
事

業
案
件
が
複
数
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
市
内
業
者
の
技
術
者
が
不

足
し
た
た
め
応
札
が
な
く
、
随

意
契
約
を
行
っ
た
。

今
後
の
大
規
模
公
共
工
事
の
入

札
に
対
す
る
見
解
は
。

今
回
の
件
を
教
訓
と
し
、
業
者

に
は
Ｊ
Ｖ
（
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体
）
の
意
味
を
再
認
識

し
て
も
ら
い
、
行
政
側
も
分
割

発
注
を
検
討
す
る
な
ど
し
て
体

制
維
持
に
努
め
た
い
。

（千円未満切り捨て）
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決算

提言

予算

監視
望的意見要

　令和 6 年 9 月定例会に提出された令和 5 年度決
算議案については、予算決算委員会、総務産業委員
会及び文教厚生委員会を開催し、すべて認定しまし
た。決算に係る下記 23 項目の要望的意見について、
総務産業及び文教厚生分科会から提出し、予算決算
委員会において取りまとめ、その趣旨、内容等を政
策形成への反映に特段の配慮を求める要望書を江原
市長に提出しました。

１年間の
政策サイクル

１

市
税
徴
収

　

市
税
の
徴
収
に
つ
い
て
、
法
に

基
づ
く
公
正
公
平
な
債
権
管
理
に

取
り
組
む
こ
と
。

２

職
員
採
用
と
福
利
厚
生

　

職
員
の
新
規
雇
用
を
行
い
、
中
途

退
職
者
を
出
さ
な
い
努
力
が
必
要
で

あ
り
、
事
務
事
業
の
効
率
化
に
努
め

る
こ
と
。

３

市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

　

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
事

業
を
民
間
任
せ
に
し
な
い
こ
と
。
研

修
な
ど
に
よ
り
専
門
性
を
高
め
、
市

民
活
動
が
活
発
化
す
る
よ
う
行
政
と

し
て
伴
走
支
援
を
行
う
こ
と
。

４

習
い
事
等
へ
の
支
援

　

家
庭
の
経
済
的
事
情
に
よ
っ
て

子
ど
も
の
将
来
が
左
右
さ
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
習
い
事
等
の
積

極
的
な
支
援
を
検
討
す
る
こ
と
。

５

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

支
援
体
制
強
化

　

積
極
的
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

啓
発
と
研
修
に
取
り
組
む
こ
と
。

６

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

栄
養
実
習
室
整
備

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
栄
養

実
習
室
の
速
や
か
な
改
修
に
努
め

る
こ
と
。

７

Ｈ
Ｐ
Ⅴ
ワ
ク
チ
ン

接
種
推
進

　

Ｈ
Ｐ
Ⅴ
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
向

上
を
図
る
た
め
、
周
知
徹
底
に
努

め
る
こ
と
。

８

合
併
処
理
浄
化
槽

維
持
管
理
費
支
援

　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
、
現
行
の
法
定
検
査
料

の
補
助
や
対
応
策
を
速
や
か
に
検

討
す
る
こ
と
。

９

応
急
診
療
所
運
営

　

二
次
救
急
医
療
機
関
の
負
担
の

軽
減
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
た

め
、
応
急
診
療
所
で
の
看
護
師
の

待
遇
改
善
を
検
討
し
、
人
材
確
保

に
努
め
る
こ
と
。

10

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

整
備
費
補
助
金

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
費
補

助
金
額
の
増
額
を
検
討
す
る
こ
と
。

11

有
害
鳥
獣
被
害
対
策

　

有
害
鳥
獣
被
害
の
軽
減
及
び
抜

本
的
な
対
策
に
努
め
る
こ
と
。
ま

た
、
近
年
増
加
し
て
い
る
ク
マ
・

サ
ル
の
対
策
を
国
、
県
と
協
議
の

上
、
新
た
な
捕
獲
対
策
を
検
討
す

る
こ
と
。
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要望書を市長に提出

要望書の詳細は、
ＱＲコードから
閲覧できます。

12

第
一
次
産
業
の
新
規
就

業
お
よ
び
後
継
者
育
成

　

第
一
次
産
業
の
新
規
就
業
者
確

保
及
び
後
継
者
育
成
に
努
め
る
と

と
も
に
、「
な
が
と
ブ
ラ
ン
ド
」
と

し
て
の
安
全
・
安
心
な
農
林
水
産

物
の
生
産
及
び
供
給
体
制
の
整
備

に
取
り
組
む
こ
と
。

13

地
域
公
共
交
通

　

公
共
交
通
利
用
者
や
事
業
者
の

意
見
等
か
ら
改
善
を
進
め
、
持
続

可
能
な
運
営
に
努
め
る
こ
と
。

14

戦
略
的
産
業
基
盤

強
化
事
業

　

Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
等
集
積
拠
点
施

設
整
備
は
、
予
算
管
理
を
適
切
に

行
う
と
と
も
に
、
長
門
市
な
ら
で

は
の
資
源
を
最
大
限
活
用
し
た
魅

力
の
創
出
に
努
め
る
こ
と
。

15

三
隅
地
区
工
場
用
地

整
備
事
業

　

三
隅
地
区
工
場
用
地
整
備
事
業

に
つ
い
て
、
売
却
予
定
先
企
業
と

の
進
出
協
定
の
早
期
締
結
を
実
現

す
る
こ
と
。

16

俵
山
地
区

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

　

俵
山
地
区
小
さ
な
拠
点
づ
く
り

整
備
事
業
は
、
地
権
者
へ
の
情
報

公
開
及
び
意
見
の
聴
取
な
ど
、
官

民
を
あ
げ
た
連
携
に
努
め
る
こ
と
。

17

長
門
湯
本
温
泉

観
光
ま
ち
づ
く
り
計
画

　

長
門
湯
本
温
泉
観
光
ま
ち
づ
く

り
計
画
は
、
施
設
整
備
の
効
果
が

得
ら
れ
る
よ
う
、
温
泉
街
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
努
め
る
な
ど
民
間

団
体
と
協
働
で
推
進
す
る
こ
と
。

18

市
道
・
国
道

除
草
対
策
強
化

　

道
路
利
用
者
の
安
全
確
保
、
ま

た
観
光
地
と
し
て
の
環
境
美
化
の

観
点
か
ら
も
、
市
民
協
働
型
の
除

草
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。

19

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
は
、
全
て

の
児
童
生
徒
が
安
全
に
登
下
校
で

き
る
よ
う
に
制
度
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
こ
と
。

20

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

機
能
強
化

　

不
登
校
と
な
っ
て
い
る
児
童
生

徒
や
保
護
者
へ
の
支
援
強
化
を
図

る
こ
と
。
併
せ
て
、
人
的
な
体
制

強
化
を
図
る
こ
と
。

21

教
師
が
子
ど
も
に
向
き
合

え
る
教
育
現
場
づ
く
り

　

公
立
学
校
の
教
師
の
勤
務
時
間

の
上
限
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
き
、
管
理
徹
底
す
る
こ
と
。

22

教
育
予
算
拡
充

　

教
育
条
件
の
整
備
に
向
け
て
、

予
算
配
分
を
行
う
こ
と
。

23

中
学
校
部
活
動

地
域
移
行
事
業

　

中
学
校
部
活
動
は
、
共
通
の
種

目
選
択
肢
を
確
保
し
、
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
芸
術
活
動
に
持
続
的
に
親

し
め
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
。

▲「自然」と「湯」が香る癒しのまちを目指す俵山地区

▲株式会社アルミネ 三隅工場
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所管事務
調査

テーマ
総務産業委員会

地域公共交通について

　

地
域
公
共
交
通
の
利
用
者
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
民
間
交
通
事

業
者
単
独
の
営
利
事
業
と
し
て

維
持
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
高
齢

者
や
障
害
の
あ
る
方
が
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め

に
は
、
通
院
や
買
い
物
な
ど
に
伴

う
「
移
動
」
や
「
外
出
」
が
欠
か

せ
ず
、
多
様
な
移
動
手
段
は
、
外

出
を
諦
め
る
こ
と
に
よ
り
心
と

体
の
働
き
が
弱
く
な
る
状
態
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
も
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
子
育
て
支
援
で
は
、
長

距
離
を
通
学
す
る
児
童
生
徒
の

安
全
確
保
や
登
下
校
に
要
す
る

保
護
者
負
担
の
格
差
を
解
消
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
公
共
交
通
を
利
用
す
る

住
民
や
免
許
返
納
後
の
高
齢
者

及
び
成
人
に
満
た
な
い
方
や
障

害
が
あ
る
方
な
ど
の
生
活
交
通

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
運
行
を
行
っ
て
い
る
デ
マ
ン

ド
交
通
は
、
平
成
28
年
に
運
行
を

開
始
し
、
令
和
４
年
10
月
に
は
市

内
全
域
で
の
運
行
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
利
用
者
に
聞
き
取

り
を
行
っ
た
声
と
し
て
「
知
っ
た

顔
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
来
て
く
れ

る
の
で
安
心
」
と
い
う
意
見
等
が

あ
り
、
お
お
む
ね
好
意
的
で
す

が
、
事
業
者
か
ら
は
、
タ
ク
シ
ー

を
利
用
し
て
い
た
人
が
デ
マ
ン

ド
交
通
を
利
用
し
始
め
た
こ
と

で
タ
ク
シ
ー
売
上
が
激
減
し
た

等
の
意
見
が
あ
り
、
デ
マ
ン
ド

交
通
の
拡
充
に
は
、
利
便
性
や

経
済
性
と
同
時
に
民
間
事
業
者

存
続
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
極
め
な

地
域
公
共
交
通
は
す
べ
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
そ
の
も
の

▼デマンドタクシー「のろっちゃ」

▼生活交通対策の説明を受ける（広島県神石高原町）

　総務産業常任委員会では、地域の経済社会活動にとっての重要な
基盤であり、住民の生活を支える重要な移動手段として、福祉の増
進に貢献する地域公共交通について調査を行いました。

が
ら
慎
重
に
推
進
す
る
必
要
が
あ

り
、
研
究
の
余
地
を
残
す
と
い
う

印
象
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
俵
山
・
向
津
具
地
区
と

い
っ
た
周
辺
地
域
か
ら
市
街
地
へ

の
直
行
便
に
つ
い
て
運
行
当
初
か

ら
強
い
要
望
が
あ
り
ま
す
が
、
デ

マ
ン
ド
交
通
の
制
度
上
の
壁
が
あ

り
実
現
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
に
対
す
る

委
員
会
の
提
言

　

委
員
会
で
は
、
そ
の
手
段
を
検

討
す
る
事
例
と
し
て
令
和
５
年
に

行
政
視
察
を
行
っ
た
広
島
県
神
石

高
原
町
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る

「
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
事
業
」
に

つ
い
て
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
登
録
し
た
市
民
で
あ

れ
ば
１
回

900
円
で
町
内
全
域
の
ど

こ
に
で
も
移
動
で
き
、
タ
ク
シ
ー

料
金
の
不
足
分
を
市
が
補
助
す
る

と
い
う
も
の
で
、
タ
ク
シ
ー
会
社

の
存
続
と
利
用
者
の
利
便
性
の
両

立
を
突
き
詰
め
た
結
果
と
し
て
実

施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

地
域
公
共
交
通
は
福
祉
的
観
点

及
び
子
育
て
支
援
と
連
携
し
、
さ

ら
な
る
最
適
化
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
横
断
的
な
施
策
の
展
開
あ
る

い
は
専
門
部
門
ま
た
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置
が
必
要
で

す
。
文
化
的
な
生
活
の
ベ
ー
ス
に

自
由
な
移
動
が
必
要
で
あ
り
、
地

域
公
共
交
通
は
す
べ
て
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
そ
の
も
の
で
あ
り
地
方
衰

退
の
問
題
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま

す
。
利
用
者
の
利
益
は
健
全
な
供

給
者
が
あ
っ
て
こ
そ
両
立
す
る
と

い
う
視
点
に
立
っ
て
、
本
市
の
地

域
特
性
に
合
っ
た
公
共
交
通
の
維

持
を
官
民
連
携
で
取
り
組
み
、
研

究
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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官
民
が
連
携
し
持
続
可
能
な
体
制
の
構
築
を  



行政視察
報告

文教厚生委員会

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
11

月
11
日
か
ら
12
日
ま
で
の
２
日
間

の
日
程
で
、
愛
媛
県
今
治
市
、
山

口
県
周
南
市
へ
の
行
政
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
今
治
市
で
は
、「
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
給
食
」
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
治
市
の
食
と
農
の
ま
ち
づ
く

り
は
、
約
40
年
前
、
市
民
活
動

の
中
か
ら
機
運
が
高
ま
り
、
一

部
の
小
学
校
で
学
校
給
食
へ
の
有

機
農
産
物
の
導
入
が
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
れ
以
降
、
今
治
市
の
学
校

給
食
で
は
、
今
治
産
特
別
栽
培
米

の
100
％
使
用
や
今
治
産
小
麦
を
原

料
と
し
た
パ
ン
、
今
治
産
大
豆
を

使
用
し
た
豆
腐
の
活
用
、
市
内
の

農
家
が
生
産
し
た
有
機
農
産
物
の

使
用
な
ど
、
地
産
地
消
や
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
給
食
の
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
８
日
は
「
有
機
農

業
の
日
」
の
た
め
、
市
内
全
て
の

学
校
給
食
で
有
機
野
菜
を
使
用
し

た
給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
か
ら
は
、「
本
市
に
お
い

て
も
長
門
市
有
機
農
業
等
推
進
計

画
を
策
定
し
て
い
る
が
、
計
画
を

着
実
に
実
践
す
る
上
で
も
、
今
治

市
の
取
り
組
み
は
参
考
と
な
っ

た
」「
今
治
市
は
給
食
費
の
無
償

化
を
し
て
い
な
い
が
、
本
市
は
給

食
費
無
償
化
を
開
始
し
た
た
め
、

予
算
の
問
題
は
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
視
察
を
踏
ま
え
て
、
12

月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
「
給
食

に
お
け
る
有
機
食
材
の
活
用
に
つ

い
て
」
質
問
し
て
お
り
、
市
長
は

「
保
育
園
に
お
い
て
は
『
な
が
と

食
の
日
』
に
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材

を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
」
と
の
見
解
を
述

べ
て
い
ま
す
。

　

山
口
県
周
南
市
で
は
、「
終
活

情
報
登
録
制
度
」
に
つ
い
て
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

　

周
南
市
で
は
、
令
和
６
年
７
月

30
日
、
独
居
の
高
齢
者
ら
が
病
気

や
事
故
で
意
思
表
示
が
で
き
な
く

な
っ
た
り
死
亡
し
た
場
合
に
、
事

前
に
指
定
し
た
相
手
や
公
的
機
関

に
、
市
が
本
人
の
登
録
情
報
を
伝

え
る
「
終
活
情
報
登
録
制
度
」
を

開
始
し
、
制
度
開
始
か
ら
３
カ
月

で
８
件
の
登
録
申
請
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

登
録
で
き
る
情
報
は
、
本
籍
や

緊
急
連
絡
先
、
か
か
り
つ
け
医
や

ア
レ
ル
ギ
ー
等
、
延
命
治
療
等
の

意
思
表
示
を
記
し
た
文
書
や
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
保
管
場
所
、

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
や
遺
言
書

の
保
管
場
所
、
葬
儀
等
の
生
前
契

約
や
お
墓
の
場
所
な
ど
で
す
。

　

周
南
市
が
こ
の
制
度
を
導
入
し

た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
行
旅
死

亡
人
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る

引
き
取
り
手
の
い
な
い
遺
骨
の
管

理
を
避
け
る
目
的
が
あ
り
、
本
市

で
も
、
直
近
の
５
年
間
で
14
柱
が

無
縁
仏
と
な
り
納
骨
堂
に
納
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
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愛媛県今治市＜視察先＞
テーマ１ オーガニック給食について

テーマ２ 終活情報登録制度について
＜視察先＞ 山口県周南市

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
実
現
を

▼周南市の視察時の様子
　

委
員
か
ら
は
、「
高
齢
化
や
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
え
て

い
る
本
市
に
お
い
て
、
今
後
必
要

に
な
る
制
度
で
あ
る
」「
終
活
に

関
す
る
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を

図
り
、
高
齢
者
の
不
安
を
払
拭
す

る
こ
と
が
大
切
と
痛
感
し
た
」
な

ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
踏
ま
え
て
、
12

月
定
例
会
の
一
般
質
問
に
お
い
て

「
早
期
の
終
活
情
報
登
録
制
度
の

導
入
に
つ
い
て
」
質
問
し
て
お
り
、

市
長
は
「
本
制
度
は
有
用
と
考
え

て
お
り
、
現
在
、
導
入
す
る
方
向

で
検
討
を
始
め
て
い
る
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。

▼愛媛県今治市の視察時の様子

人
生
の
最
期
は

本
人
の
希
望
す
る
形
へ



議員定数等調査
特別委員会

　

調
査
で
は
、
市
民
意
見
の
聴

取
、
各
調
査
研
究
項
目
に
係
る

資
料
収
集
、
関
係
者
及
び
関
係

団
体
と
の
意
見
交
換
、
議
員
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
、
議
員
間

討
議
及
び
委
員
間
討
議
を
行
い
、

委
員
会
を
13
回
、
意
見
交
換
を

含
む
協
議
会
を
９
回
開
催
し
、

調
査
を
進
め
ま
し
た
。

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
市
民
、
民
間
団
体
と
の

意
見
交
換
で
の
ご
意
見
や
、
議

員
間
討
議
、
全
議
員
の
意
見
聴

取
を
経
て
、
委
員
会
で
出
さ
れ

た
代
表
的
な
意
見
で
は
、「
多
様

な
民
意
を
汲
み
取
る
た
め
に
も
、

現
時
点
で
の
削
減
は
考
え
ら
れ

な
い
」「
中
心
市
街
地
か
ら
外
れ

た
周
辺
部
か
ら
の
議
員
の
選
出

が
難
し
く
な
っ
て
く
る
」「
人
口

減
少
、
有
権
者
の
推
移
を
考
慮

す
れ
ば
、
一
定
の
定
数
削
減
を

考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
」「
令

和
元
年
当
時
回
収
し
た
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
重
く
受
け

止
め
、
次
期
改
選
は
削
減
す
る

べ
き
」
な
ど
、
具
体
的
に
定
数

　これまで長門市議会では、長門市議会議員の定数及び報酬並びに政
務活動費等について長門市議会のあるべき姿を調査研究し、この程、
調査が終了しました。議員全員協議会において内容説明が行われ、全
議員が了承したことから、議会の決定として最終報告を行いました。

20

の
結
論
を
出
す
べ
く
議
論
を
尽

く
し
、
次
期
改
選
時
に
お
け
る

定
数
は
、
現
状
維
持
の
18
人
と

の
結
論
を
出
し
ま
し
た
。

　

議
員
報
酬
に
つ
い
て
の
地
域

や
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
で

は
、「
き
ち
ん
と
働
く
議
員
で
あ

れ
ば
報
酬
の
引
き
上
げ
は
し
て

も
よ
い
」、
若
い
世
代
の
意
見
で

は
、「
現
行
の
報
酬
額
で
は
若
い

者
は
議
員
に
立
候
補
す
る
こ
と

は
難
し
い
」
な
ど
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
委
員
会
で

は
報
酬
額
に
つ
い
て
意
見
を
ま

と
め
ま
し
た
。

▼
市
民
の
意
見
及
び
議
員
ア
ン

ケ
ー
ト
に
様
々
な
意
見
が
あ
る

中
で
、
現
状
の
議
会
の
状
況
下

で
は
、
報
酬
額
改
定
は
到
底
市

民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
。

議
員
の
定
数
・
報
酬
等

最
終
結
論
ま
と
ま
る
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政 務 活 動 費
月額　  15,000 円
年額　180,000 円

定 数 ・ 報 酬

現状維持

▼
平
成
17
年
の
合
併
以
降
19
年

間
見
直
し
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、

改
選
以
降
の
新
し
い
議
会
の
中

で
報
酬
の
見
直
し
の
議
論
を
活

発
に
行
い
、
将
来
的
に
は
若
い

世
代
が
立
候
補
で
き
る
環
境
、

公
選
の
専
門
職
と
し
て
生
活
で

き
る
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ

る
。

▼
今
後
の
長
門
市
特
別
職
報
酬

額
に
つ
い
て
活
発
に
議
論
が
行

わ
れ
る
よ
う
、
長
門
市
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
へ
の
諮
問
内
容

の
あ
り
方
を
執
行
部
と
し
て
是

非
検
討
さ
れ
た
い
。

　

政
務
活
動
費
に
つ
い
て
は
、

月
額
７
５
０
０
円
、
年
額
９
万

円
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
金
額
に
つ
い
て
も
、
過
去
19

年
間
具
体
的
な
議
論
は
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

市
民
と
の
意
見
交
換
で
は
、

年
額
９
万
円
に
つ
い
て
認
知
し

て
い
る
方
は
ほ
ぼ
い
な
い
状
況

で
し
た
が
、
そ
の
活
動
費
の
妥

当
な
金
額
は
わ
か
ら
な
い
ま
で

も
「
そ
の
金
額
で
議
員
と
し
て

必
要
な
研
鑽
が
積
め
る
の
か
」

等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、

13
名
の
議
員
か
ら
増
額
の
検
討

が
必
要
と
の
意
見
が
あ
り
、
そ

の
内
容
は
「
議
員
と
し
て
必
要

な
ス
キ
ル
を
身
に
着
け
た
い
と

思
う
が
高
額
な
受
講
料
へ
の
対

応
が
で
き
な
い
」
等
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
特
別

委
員
会
で
は
、
政
務
活
動
費
に

つ
い
て
意
見
を
ま
と
め
ま
し
た
。

▼
近
隣
自
治
体
で
も
増
額
の
見

直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
な
ど
政
務

活
動
費
か
ら
の
支
出
経
費
は
明

ら
か
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
、

諸
物
価
高
騰
を
考
慮
す
れ
ば
増

額
を
検
討
す
る
時
期
に
来
て
い

る
と
判
断
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
負
担
分
４
５
０
０
円
、
諸

物
価
高
騰
等
３
０
０
０
円
を
計

上
し
、
月
額
１
万
５
０
０
０
円
、

年
額
18
万
円
と
す
る
。
施
行
は

改
選
後
の
令
和
７
年
５
月
１
日

か
ら
と
す
る
、
以
上
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
。

所管事務
調査

議 
員 
定 

数

議 

員 

報 

酬

政 

務 

活 

動 

費

▲商工会議所青年部と意見交換

▲青年会議所と意見交換



　ゲノム編集技術とは、特定の機能を付与するこ
とを目的として、染色体上の特定の塩基配列を認
識する酵素を用いて、その塩基配列上の特定の部
位を改変する技術のことである。

（中略）
　ゲノム編集技術と遺伝子組換え技術の違いや食
品表示制度上の取扱いなどについて、消費者が正
しく理解できるよう、関係省庁とも連携して情報
発信に努めることが望ましいと考え、次の事項に
ついて要望する。
１．ゲノム編集について、消費者に丁寧に情報を

　今回の意見書は、６月にいただいた要望に基づいて、長門市議会が取りまとめ国の執行機関に提
出いたしました。意見書とは、地方自治法の規定に基づき、市の公益に関することについて、国や
県などの関係機関に対し議会の意思をまとめて提出する文書のことです。

ゲノム編集技術など遺伝子操作技術を応用した食品情報の取扱いに関する意見書
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開示すること。
２．ゲノム編集技術で作られた作物等及びこれを

原料とする食品については全て遺伝子組換え技
術と同様と認め、安全性審査の対象とし、表示
を行うこと。

　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書
を提出する。
　令和 6 年 12 月 19 日　　　　　　長門市議会

［提出先 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
内閣官房長官、内閣府特命担当大臣、厚生労働大
臣、農林水産大臣］

▲不信任動議に対する採決

動信 任不

意見書案第 1 号 消費者への丁寧な情報開示を求める

議 総務産業委員会
副委員長職の適性を欠くものと判断

　11 月 21 日（木）、総務産業委員会において重
村法弘委員から「松岡副委員長の不信任に関する
動議」が提出され、委員会の同意の後、長門市議
会委員会条例第 31 条の規定により松岡秀樹副委
員長が除斥、採決の結果、賛成多数で可決されま
した。動議の内容は次のとおりです。

　本委員会は、下記の理由により松岡秀樹副委員
長を信任しない。
　先般、10 月 22 日に開催されました議員全員
協議会で議長から説明がありました「長門市議会
議員政治倫理審査会」の報告書では、審査請求の
対象となった松岡秀樹議員は、「長門市議会議員
政治倫理条例第３条第１項第１号及び第２項の政
治倫理基準に違反していると判断する」とされて
おります。
　長門市議会議員政治倫理条例は、市政が市民の
厳粛な信託によるものであることを認識し、市民
全体の奉仕者として、その人格と倫理の向上に努
め、市民の信頼に応えるために長門市議会自らが
平成 18 年 12 月制定、平成 19 年４月１日施行
したものであります。
　松岡秀樹議員の政治倫理基準違反は、第３条第

松岡副委員長の不信任に関する動議

１項第１号「市民全体の代表者として品位と名誉
を損なうような一切の行為を慎み、その職務に関
して不正の疑惑を持たれるおそれのある行為をし
ないこと」、また同条第２項「議員は、政治倫理
に反する事実があるとの疑惑を持たれたときは、
自ら潔い態度をもって疑惑の解明に当たるととも
に、その責任を明らかにしなければならない」こ
の２点について議会は倫理違反と決定したもので
す。
　本日の委員会は、10 月 22 日政治倫理審査会
からの報告、決定を受けたのちの最初の委員会開
催であります。私たちは 12 月定例議会を目前に
控え健全で円滑な委員会運営を考えなくてはなり
ません。当委員会の副委員長として松岡秀樹委員
の副委員長職はその適正を欠くものと判断し、不
信任の動議を提出するものであります。　以上

　松岡秀樹副委員長から 11 月 29 日に副委員長
の辞任届が提出さ
れ、同日委員会で
承認、その後、委
員の互選により有
田茂委員が新たな
総務産業委員会副
委員長に選出され
ました。
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市民と議員が語る議会報告会

まちかどトーク
令和６年度

新市自治会（日置地区）

・地区内の県道、市道の白線が消えて
いる箇所が多く、改善して欲しい。

・各地でクマの出没があり、特に通学
路等での対策に取り組んで欲しい。

・県道 281 号 ( 日置～俵山 ) の道路拡
幅をお願いしたい。

・電気工事の周知が足りていない。高
齢者が理解できる通告をしてほしい。

8/24上り野自治会（油谷地区） 8/17

赤屋自治会（油谷地区）

・側溝蓋の応急処置が悪く、取り外せ
ないのでかえって掃除しにくい。

・草刈りやごみ出し等の生活支援につ
いて、高齢者の困りごとは増える一
方だが、支援する側の数が少ないた
め対応しきれない。

・議員と対話をする、議会報告会のよ
うな機会の必要性を感じる。

9/20二条窪自治会（三隅地区） 9/6

湊中央区自治会（深川地区）

・湊のグラウンドはイベントがあると
きだけきれいにされるが、普段は利
用できる状態ではない。もっと有効
に活用できるよう管理してほしい。

・空き家の対応に不満がある。行政代
執行などの対応を考えてほしい。

・夜のタクシー、代行が少ない。まち
の活性化につながらない。

9/5荒人自治会（油谷地区）

・自治会等では市道の草刈りが難しい。
持続可能な市道の管理計画を考えて
補助金など予算をつけてほしい。

・免許証を返納した人への買物支援や
公共交通整備を利用者目線で取り組
んでほしい。

・市議会だよりに要望書の書き方や提
出先を掲載してほしい。

8/25

・防犯灯の維持管理費について、負担
軽減策を考えてほしい。

・自治会で市道の草刈りを行っている
が、草の焼却処分は労力を要するた
め、ごみ収集車で回収してほしい。

・特定検診の検診項目に PSA 検査（前
立腺がんを早期発見するための検査）
を加えてほしい。

・害獣被害により、崖が崩れてしまい、
車が通れない箇所がある。

・県道を観光客などの車等がスピード
を出して通るため、子どもたちが危
険にさらされている。

・子育て支援に力を入れて欲しい。
・デマンドタクシーを使いやすくして

ほしい。
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本町区自治会（仙崎地区）

・大型ごみの不法投棄や分別していな
いごみがあり、啓発の徹底をお願い
したい。

・人工島における釣り客のマナーやモ
ラル（公衆トイレでの迷惑行為、住
宅周辺でのごみ捨て、騒音など）に
対して関係機関としっかり連携し、
対策を強化してほしい。

11/21上郷区自治会（深川地区）

・ごみステーションでのごみ箱新設に
対する補助額の上限を引き上げてほ
しい。

・ガードパイプが腐食している箇所が
あるので、補修をしてほしい。

・他自治会からごみを持ちこまれる方
がいるので、ルール遵守の対策を講
じてほしい。

11/9

小野地自治会（日置地区）

・政治倫理条例の改正は、自浄作用と
して良い内容になって良かった。

・今ある観光資源をきちんと維持管理
しないともったいない。

・障害のある子どもへの支援が長門市
は足りていない。

・自治会を行政がもう少しサポートす
るべきではないか。

12/22下安田区自治会（俵山地区） 12/9

湯免自治会（三隅地区）

・福祉系・医療系の就職について奨学
金返還補助があるが、その他の業種
にないのは不公平ではないか。

・地域の中に、放課後子ども達が勉強
できる場所がない。三隅駅横のはつ
らつステーションを活用できないか。

・部活動地域移行についての説明が不
足していると感じる。

11/30生島自治会（三隅地区）

・長門市の移住定住にかける熱量を、
ホームページや庁舎での対応などか
ら深く感じた。

・「ルネッサながと」にあるスポーツジ
ムの器具の故障が多すぎる。

・クマの出没情報もあり、安全のため
に小学生の携帯電話所持を学校に認
めてほしい。

11/23

　令和６年度の議会報告会は６グループに分かれ各自治会において開催
しています。８月から９月にかけて８月発行の「議会だより６月定例会
号」の内容に沿って６会場で報告会を行い、11 月から 12 月にかけて 11
月発行の「議会だより９月定例会号」の内容に沿って６会場で報告会を
行いました 。寄せられたご意見、ご要望、 ご提案の一部を紹介いたします。
いただいた声は今後の議会活動の参考にさせていただきます。

市内
12 会場で
開催しました

・農地の維持管理について、住民には
限界がある。行政が農地を管理する
ことはできないか。

・浄化槽の維持管理費負担が重い。下
水道をひいてもらえないか。

・山の持ち主が高齢化してきている。
俵山の未実施地域に早く、地籍調査
に入ってほしい。
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▼ 2025 年が始まりました。本
年は乙巳（きのと・み）と言わ
れ、「努力を重ね、物事を安定さ
せていく」という縁起の良さが
あるそうです。いつの世も、安
定した時代を求める気持ちに変
わりはないものです▶広報広聴
常任委員会では、議会だよりを
通して、議会の様々な情報を出

委 員 長　　ひ さ な が 信 也
副委員長　　田 中 千 秋
委　　員　　林 　 哲 也
　 　 　 　 綾 城 美 佳
　 　 　 　 田 村 大 治 郎
　 　 　 　 米 弥 又 由

ながと市議会だより
発行／山口県長門市議会
編集／広報広聴常任委員会来るだけわかりやすくお届けす

ることを目指して編集を行って
きました▶今回の編集におきま
しても議論を重ね、最大 24 ペー
ジという特大号となりました▶
本号が任期の最終号となります
が、これまで議会だよりをご愛
読いただき、心より感謝申し上
げます。（ひさなが）

編集後記　議会だより最終号の編集を終えて
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長門市議会議長

南野信郎

議会だより
最終号によせて

綾城美佳

まちかどトークは 4 年
間で 57 カ所開催しま
した。ご協力いただいた各自治
会様に深く感謝申し上げます。

ひさなが信也

高校生との意見交換会
は大変有意義なもので、
若い世代の声をたくさん聴けた
ことが心に残っています。

田中千秋

伝わりやすい文章にな
るように心がけました。
紙面作成にご協力頂きました
方々へ心より感謝いたします。

米弥又由

編集作業において、情
報を正確にお伝えする
難しさを痛感しました。この経
験を今後活かしていきます。

林哲也

議会だよりの編集では
担当記事とともに、紙
面のレイアウトを担当しました
が、いつも反省の連続でした。

◀ 長 門 市 議 会 公 式
YouTube チャンネル
上記 QR コードから
ア ク セ ス で き ま す。
ぜひご覧ください！

田村大治郎

議会の透明性と読者の
興 味 が 高 ま る よ う に、

「らしさ」をなるべく意識して
紙面づくりに取り組みました。

◀最終号の編集会議
の様子

モニターを見ながら、
どんな内容を載せる
かは、委員みんなで意
見を出し合って決め
ています。
ご愛読いただき、本当
にありがとうござい
ました。


